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フィリピン海プレート北端のテクトニクスは非

常に特殊であるが、その詳細は明らかになってい

ない。3 枚のプレートが集合している地域である

こと、伊豆弧が 200 万年前から本州日本弧に衝突

していることなどが問題を複雑にしている。過去

に様々な切り口からこの地域で進行している地

学的現象についての解釈が成されてきたが、どれ

も決定的なものとは言えない。最大の障害はフィ

リピン海プレートの沈み込みに伴う地震がこの

地域では何故か欠落していることである。そのた

め最も基本的な情報である沈み込むプレートの

位置が決定できないでいる。富士山はこの未解決

な地域に位置しているかなり特殊な火山である。

1000km3/10 万年という異様に高いマグマ噴出率

と、一生を通じて玄武岩のみを噴出し続けている

ことなどを切り口として、高橋(2000)は富士山地

下ではフィリピン海プレートが 2 つに裂けている

というモデルを提出している。我々も富士山の特

殊性がこの地域のテクトニクスを解く切り口に

なると考え、2002 年 9 月と 2003 年 5 月に合計

23 点で広帯域 MT 観測を行なった。高橋(2000)
の言うように裂けているフィリピン海プレート

に相当する構造が見えるのかどうかを検証する

ことを第一目的とした。ノイズ状況が厳しいため

1 観測点で平均 10 日程度の観測を行なった。解析

には北海道北部と江刺で観測された磁場データ

をリファランスとして用いた。 
 
富士山の寄生火山列、富士山周辺の地震活動、富

士山周辺の重力構造はいずれも NW-SE 走向の 2
次元構造を示唆する。これとインピーダンステン

ソルの主軸方向を考慮してN40W走向の2次元構

造を仮定し、2 次元インバージョン(Ogawa and 
Uchida, 1996)を行なった。地形の影響、3 次元性

の影響を極力避けるため TE モードの見かけ比抵

抗は使用せず解析を行なった。また予備的に TM
モードのみを使用したモデルと、走向を

N60W,N20Wとしたときのモデルも同様の手法で

求めた。観測値と最適モデルからの計算値との合

いは長周期側で完全ではないが、データが最適モ

デルの主な特徴に対して誤差を超える感度があ

ることは確認した。走向を変えたモデルは基本的

に同様の特徴を示したが、TM モードのみを使用

したモデルはデータの強い異方性のため両モー

ドを使用したモデルとは大きく異なっている。し

たがってデータの異方性の解釈の仕方によって

構造は変わる可能性があるが、ここでは異方性は

2 次元構造の複雑性によるものだと仮定した。得

られた最適モデルの特徴は 2 つの高抵抗体

(R1,R2)に挟まれるようにして、良導体(C1)が存在

していることである。沈み込むプレートは高抵抗

であるという研究結果 (e.g. Wannamaker et 
al.1989 Sato et al.2001)と、高抵抗体の上面に構

造性地震が分布していることから R1,R2 はそれ

ぞれ沈み込むフィリピン海プレートを表してい

ると考えられる。R1 の地震を伴わない部分は非

震性スラブであろう。C1 の上面には低周波地震

活動が見られるため、C1 はマグマ溜りを表して

いる可能性が高い。したがって今回の結果からは、

基本的に高橋(2000)と同様のモデルが成立する。

今後の解析では、異方性の解釈と 3 次元性の検討

が必要となるが、そのためには人工地震探査と、

現在進行中の高密度地震観測の結果を待つ必要

があるだろう。 
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